南高ＳＴＥＡＭによる授業デザイン案・指導略案

	[bookmark: _Hlk136278691]主に　②　番
	①教科横断型授業（異教科間のリレー授業・コラボ授業）
②探究学習型授業（探究学習プロセスのいずれかの段階を踏まえた授業）
③学習到達度を意識した授業（can-do・to-doリストを活用した授業）

	対象
	[bookmark: _GoBack]３年生理系

	授業（科目）
	生物

	内容
	バイオテクノロジー（PCR法と電気泳動を利用した植物の類縁関係の分析）

	未来デザイン力（獲得したい力）、及びその要素（下記のﾏｽﾀｰﾙｰﾌﾞﾘｯｸから転記）
	Ｂ　学びに向かう姿勢
	①学ぶ意義

	
	Ｄ　課題対応力
	②研究手法の獲得　③創意工夫

	
	Ｇ　コミュニケーション力
	②対話・議論　③発表・発信

	
	
	

	南高STEAMの視点
（どのような横断か、　どのような探究か、等）
	　生徒はバイオテクノロジーのPCR法や電気泳動の手法を身に付けるとともに、実験結果から植物の類縁関係について、進化についても関連付けながら考察する。また、植物の類縁関係の分析をさらに深く行うためには、どのような実験を追加すればよいかを検討し、開き合うことで自身のバイオテクノロジーを利用する探究能力を向上させる。



[bookmark: _Hlk136278889]指導略案
	時間
	生徒の活動
	教師の活動
	留意事項

	導入
（5分）

	前時までに行った実験の振り返りを行う。（全体）
	PCR法と電気泳動法について、実験操作などを振り返るよう促す。
	　PCR法と電気泳動法の知識の定着を図る。

	実験結果の解析と考察①
（20分）
	電気泳動後、染色したゲルの写真から、増幅されたDNA断片の大きさ（塩基対）を求め、植物の類縁関係との相関関係があるかを考察し、協議する。（各班）→全体で共有
	撮影したゲルの写真を印刷したものを生徒に配付し、DNA断片の大きさの求め方を説明する。
植物の類縁関係と関連するかについての考察を促す。
	　実験キットの説明書に掲載されている実験結果の例まで含めて、検討するよう促す。

	考察②
（15分）
	　DNA断片が増幅されなかったサンプルについて、原因についてどのような可能性があるか考察し、協議する。
（各班）→全体で共有
	　DNA断片が増幅されていないサンプルについて、その原因を考察するよう促す。
	　考察や協議が進まない様子の班があれば、考えるポイントを伝え、協議を促す。

	追加する実験についての検討
（10分）
	　植物の類縁関係について、より詳しく解析したいとき、どのような実験を追加すればよいか検討する。
（各班）→全体で共有
	　バイオテクノロジーの分野で学習した知識や技術について振り返らせ、検討が進むよう支援する。様々な研究分野での活用例なども紹介する。
	　各自が大学で研究したい分野にバイオテクノロジーの活用が結び付けられるような声かけを心がける。



授業を通して身につけさせたい「未来デザイン力」とその要素を選んで表中の欄に記入する。数は不問。
	Ａ　キャリアプランニング
	①社会貢献意識　②社会・大学分析　③自己分析・目標設定

	Ｂ　学びに向かう姿勢
	①学ぶ意義　②学びの技法　③学びの習慣

	Ｃ　自己管理力
	①自己研鑽　②主体的判断　③タイムマネジメント

	Ｄ　課題対応力
	①テーマ（問い）設定　②研究手法の獲得　③創意工夫

	Ｅ　自己有能感
	①成功・挫折体験　②ストレスマネジメント　③レジリエンス

	Ｆ　品性ある言動
	①生命尊重　②多様性尊重　③相手意識

	Ｇ　コミュニケーション力
	①傾聴　②対話・議論　③発表・発信

	Ｈ　チームワーク
	①目的意識共有　②リーダーシップ　③フォロワーシップ



